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第 1 回校風委員   4/27（木）発足！！  委員長 越田さん（３２H） 

副委員長 松浦さん（３２H） 

 

●校風委員対象アンケート調査結果        

生徒の校風の捉え方や制服や校則への関心及び当事者性を明らかにするために、校風委員を対象に、google フ

ォームを使って令和 5 年 4 月 28 日アンケートを実施。校風委員 38 名に対し、33 名の回答がありました。 

（回答率 86.8％） 

Q 委員会の名前にもなっている”校風”についてですが、伏見高校の”校風”をあなたはどのようなものだと認識

していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

Q 本校の校則が４月１０日に HP に公開されたことは知っていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

Q 校則が公開されたことは、どのような意味があると思いますか？ 

・自分たちが知る ・生徒以外の人たち（地域・中学生など）への周知 ・守ってもらいたいという願い  

・守らなければいけないという意識を高める・校則違反かどうかみんなが判断できる（誤解も減る） 

・改めて校則を見直していく機会 ・規則正しい学校生活を送るため・みんなの学校生活をよりよくするため 

・学校の印象がわかる ・この学校の校則が良い効果になる 

 

Q 本校の制服や校則に関することで、見直したいこと・疑問に思うことはありますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q「ある」と答えた人は具体的にはどのようなことですか。自由に書いて下さい。 

・女子生徒の巻き髪禁止がなぜダメになるのか ・スカートの下にジャージのズボンはなぜダメか 

・スカートの長さ・バイトがダメな理由 ・今年の一年からスカートの板がなくなったこと 

・ひげは別にいいかなと思う・髪の染色・ピアスを開けたい・メイクありがいい ・冬服でもネクタイリボ

ンはしなくてもいいのでは・前髪の長さ 

 

Q あなたは、自分の行動で学校が変わると思いますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

校風委員会では、このアンケート結果をもとに、第２回校風委員会では生徒同士の“対話”型ワークショップを開

催予定です。何かを「変える」ことが目的ではありません。6月の校風委員会では、生徒たちの対話に生徒支援課

だけでなく、若手の先生、中堅の先生、ベテランの先生さまざまな世代の先生方にも参加していただき、より多様

な視点で対話にアプロ―チしていきたいと考えています。「どちらが正しい」「白黒つける」といった“対立”では

なく、異なる立場の意見を尊重する形でよりよい提案に近づけ、今まで気づかなかったお互いの思いの背景や価値

に気づき、自分の中で納得解をつくる“対話”を目指します。 

        校風委員
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校風委員としてどうやったら生徒 員がよりよ

 学校生活を送れるのかを えてア デアを出

し、生徒 員でいい学校を っていけるように

したいです。 

校風委員として、生徒 員がより快適に学校生

活や勉強に励めるように 校生徒協力して学校

環境をよ してい たいと えています。 


